
診療報酬による評価について

診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項について（抄）
（平成28年3月4日付け保医発0304第3号厚生労働省保険局医療課長・厚生労働省保険局歯科医療管理官通知）

(１) 地域医療支援病院入院診療加算は、地域医療支援病院における紹介患者に対する医療提供、
病床や高額医療機器等の共同利用、24時間救急医療の提供等を評価するものであり、入院初日
に算定する。なお、ここでいう入院初日とは、第２部通則５に規定する起算日のことをいい、入院期
間が通算される再入院の初日は算定できない。

(２) (１)にかかわらず入院初日に病棟単位で行うべき特定入院料以外の特定入院料を算定した場合
については、入院基本料の入院期間の計算により一連の入院期間とされる期間中に特定入院料
を算定しなくなった日（当該日が退院日の場合は、退院日）において１回に限り算定する。

Ａ２０４ 地域医療支援病院入院診療加算（入院初日） 1,000点

注 地域医療支援病院である保険医療機関に入院している患者（第１節の入院基本料（特
別入院基本料等を除く。）のうち、地域医療支援病院入院診療加算を算定できるものを現
に算定している患者に限る。）について、入院初日に限り所定点数に加算する。

※ 平成10年度診療報酬改定において「地域医療支援病院入院診療料」（入院料）として新設。
平成18年度診療報酬改定において、現行の評価に見直し。

医療法及び医師法の一部を改正する法律（平成30年法律第79号）より抜粋

第１０条第３項（平成32年４月施行）
医師の確保を特に図るべき区域における医療の確保のために必要な支援を行う病院その他の厚生

労働省令で定める病院の開設者は、その病院が医業をなすものである場合又は医業及び歯科医業を
併せ行うものであつて主として医業を行うものである場合は、臨床研修等修了医師であつて第五条の
二第一項の認定を受けたものに、これを管理させなければならない。ただし、地域における医療の提供
に影響を与える場合その他の厚生労働省令で定める場合は、臨床研修等修了医師であつて当該認定
を受けていないものに、これを管理させることができる。
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